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実践の移動介助技術に活かすための
ボディメカニクス

移動動作・移乗動作のボディメカニクスの基本原理　　小川鑛一
ボディメカニクスを意識化した看護動作の教育　　水戸優子
ボディメカニクスから学ぶ転倒・転落の危険と安全確保　　鈴木ひとみ
車椅子移乗介助の技術教育におけるボディメカニクスの再考　　平田美和
道具を活用した移乗介助のボディメカニクス　　西田直子
ボディメカニクスの限界をどう超えるのか　　鈴木和代／若村智子
手すりを使ったトイレ内の移乗動作のボディメカニクス　　國澤尚子
【連載】
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・4　　阿南英明／網木政江
看護実践力を育む教育方法の開発　日本赤十字広島看護大学の試み・5　　山崎　歩
看護学校管理・運営のための 12のポイント・9　　江川万千代
看護教育に協同学習法を取り入れる・9　　緒方　巧
我らカルガモ！　育児学生日記・12（最終回）　　鳴島美智子
看護はやっぱり面白い !?　アラフォー女子大生の「看護」探求の日々・12　　片山紀子
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・56　　喜吉紘子

12

●助産師は，看護師や保健師よりも昔から養成されてきた「看護
職」。なので，その歴史の長さに比例して，養成方法も多岐にわ
たっています。今回各養成課程の先生方にお原稿執筆をお願い
しましたが，ここまで幅の広いものだとは，当初は思ってもみ
ませんでした。卒業生を助産師課程に進ませる看護の先生方も，
すべてを理解できているとは言い難いのではないでしょうか。
●もっとも，准看護師課程の存在が養成をより複雑にしている
看護師と違って，助産師は助産師です。看護師同様自らが目指
す卒業後の姿に加え，費用や時間などを考慮に入れて選択する
ならば，どのコースを修了したしても，立派な助産師となれる
はずです。●産科医不足が取り沙汰されたとき，助産師の活用
は意外と注目されませんでした。今後は，もっと自らの資格を
アピールしていいのではないかと，私は思います。 …大野

●つい先日，マットレスを買い換えました。フィギュアスケー
トの浅田真央選手も愛用しているという一品です。まるで水に
浮いているかのような柔らかな寝心地でありながら，高反発な
ため寝返りも楽ちん。寝相がわるく一晩中くるくるしている私
は，一瞬で虜になりました。こんな話を，友人の結婚式で出会っ
た助産師さんにしたところ，「寝返りが多いってことは暑いん
じゃないですか。成長ホルモンがたくさん出ている証拠ですよ。
赤ちゃんと一緒ですね（ニッコリ）」。さすがに詳しい。……そ
して恥ずかしい。●帰りの電車でニュースのまとめサイトを見
ていると，その日の朝のコラムにこんな見出しがありました。
『なぜ子どもは寝相が悪い？意外すぎる理由が明らかに』。勉強
熱心でもともと知識があったのか，はたまた最新の情報に敏感
なのか。いずれにせよ助産師おそるべしです。 …加藤
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2013 年 9 月
特集

Vol.54 No.10

2013 年 10 月
特集

2014年の国試に向けて 
できること

対話のスキルを教育に活かす！

2013年の看護師国家試験では受験者数が過去最高を記録
し，合格者数も 1999年以来 14年ぶりに 5万人を超えまし
た。日本の医療における重要課題である看護師数の確保と
いう点で，明るい話題と言うことができそうです。その一
方で合格率に目を向けると，88.8％という数字はここ 10年
で 2番目に低いものであり，試験の難化を指摘する声も聞
こえます。また，厚生労働省は 5月 7日，保健師助産師看
護師国家試験出題基準 2014年版を発表し，4年ぶりに出題
基準が改定される運びとなりました。
このような動きのあるなかで，今年の国試を振り返るとと
もに，出題基準の改定もふまえて来年に向けた対策を考え
るのは大変意義深いことです。本当のところ今年の国試は
どうだったのか，来年はどんな変化が予想され，その対策
として教員にできることは何なのか。さまざまな立場から
分析することで，来年に向けた国試対策の参考にしていた
だきたいと思います。

■本学国家試験支援室から見た今後の国家試験
対策で重要なこと …………………三井明美

■わが校の国家試験対策の試み　　　　　　　 
 ………………………津波正枝・佐々木陽子

■3年間を通したわが校の国試対策　　　　　 
 …………………………上田幸恵・井上奈央

■今後の看護師国家試験に向けた本学国試・就
職対策委員会の取り組み ………新道由記子

■第 102回看護師国家試験の東京アカデミー
のデータ分析─専任教員ができる国試対策へ
のヒント ………………………………前川玉緒

■保健師助産師看護師国家試験出題基準につい
て ……………………………………加藤典子

■【資料】看護師国家試験出題基準　平成 26年
版の主な改定点

コミュニケーションの重要性は，さまざまな分野で長年取
り上げられてきました。しかし，われわれのコミュニケー
ション力が目に見えて向上しているかというと，素直には
うなずけません。パソコンなどの電子端末でのコミュニ
ケーションの機会が増すなか，対話の力はむしろ落ちてい
るようにすら思えます。本来幼少の頃から身につけるべき
対話力を，きちんと学ぶことなく成長してきた結果ともい
えるでしょう。
看護に対話は欠かせません。そして教育にも対話は欠かせ
ません。当然看護教育において，教育者には対話力が求め
られます。一方的に講義する形式から学生の学ぶ力を引き
出す形式に変わりつつある今，教員の対話力の向上は一層
求められています。
今回の特集は，将来看護師となる学生の対話力を伸ばすそ
の前に，教員自身が会話のスキルを身につけなくてはなら
ないという現状からスタートします。教員が対話のスキル
を理解し上手に使用すれば，学生の学びをより深くし，成
果を導き出すことができるはずです。「理念」は当然必要で
すが，「スキル」も同じくらい重要であることを認識したう
えで，対話力向上に努めていただきたいと思います。

■教育は「対話」から始まる─対話のスキ
ルを身につけよう ……………三森ゆりか
■対話の文法を可視化する─十字モデル
で対話力アップ ………………牧野由香里
■コンコーダンスで対話のスキルを身につ
ける─「対話のスキルは身についている」
という勘違いからの脱出 …………武藤教志
■教員と学生の対話力の向上─コンコー
ダンスを通じて実現する相互作用 安保寛明
■語り場づくりから始めよう─ファシリ
テーションスキルを用いた「場づくり」の提案
……………………………………浦山絵里

【2013年 8月号（Vol.54 No.8）】

教育の質を高める学習方法
いまから始める協同学習

【2013年 7月号（Vol.54 No.7）】

スマホ時代のリスク管理─
情報リテラシーを育みトラブルを防ぐ

【2013年 6月号（Vol.54 No.6）】

クリティカルシンキングは
終わらない

【2013年 5月号（Vol.54 No.5）】

「狙い」に合わせた
シミュレーション教育の方法

【2013年 4月号（Vol.54 No.4）】

授業設計入門
【2013年 3月号（Vol.54 No.3）】

看護師国家試験
合格率 100％の秘密
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